
 

 京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程等の一部を改正する規程を公布する。 

  令和６年３月２９日 

京都市公営企業管理者 

交通局長 北村 信幸 

京都市交通局管理規程第１１号 

   京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程等の一部を改正する規程 

第１条 京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程の一部を次のように改正する。 

 改正前 改正後 

(家族割引普通券の発売) 

第８条の３ 家族割引普通券は、次の各号に

掲げる旅客に対し、発売する。 

(1) 通勤定期券等(第３条第４項に規定す

る通勤定期券、通勤通学定期券(甲)、通

勤通学定期券(乙)及び全線定期券、第２

５条に規定する乗継通勤定期券、京都市

乗合自動車旅客連絡運輸規程第３条に規

定する連絡通勤定期券、京都市乗合自動

車・高速鉄道間の連絡運輸及び共通乗車

取扱規程第９条に規定する乗合自動車・

高速鉄道連絡通勤定期券及び乗合自動

車・高速鉄道共通全線定期券並びに京都

市バス・阪急電鉄2WAY連絡定期券に関

する要綱に規定する京都市バス・阪急電

鉄2WAY連絡定期券(通勤)、京阪バス連

絡専用割引定期券に関する要綱に規定す

る京阪バス連絡専用割引定期券(通勤)を

いう。以下同じ。)のいずれかを所持す

る者及びその同伴する家族(当該所持者

と同居する２親等以内の家族及びその配

偶者をいう。以下同じ。) 

(家族割引普通券の発売) 

第８条の３ 家族割引普通券は、次の各号に

掲げる旅客に対し、発売する。 

(1) 通勤定期券等(第３条第４項に規定す

る通勤定期券、通勤通学定期券(甲)、通

勤通学定期券(乙)及び全線定期券、第２

５条に規定する乗継通勤定期券、京都市

乗合自動車旅客連絡運輸規程第3条に規

定する連絡通勤定期券、京都市乗合自動

車・高速鉄道間の連絡運輸及び共通乗車

取扱規程第９条に規定する乗合自動車・

高速鉄道連絡通勤定期券及び乗合自動

車・高速鉄道共通全線定期券並びに京阪

バス連絡専用割引定期券に関する要綱に

規定する京阪バス連絡専用割引定期券

(通勤)をいう。以下同じ。)のいずれか

を所持する者及びその同伴する家族(当

該所持者と同居する２親等以内の家族及

びその配偶者をいう。以下同じ。) 

 

 

 



 

 

第２節の３ 一日乗車券カード 

第１１条の９ 削除 

(一日乗車券カードの通用期間) 

第１１条の１０ 一日乗車券カードの通用

期間は、令和６年３月３１日までとする。 

(一日乗車券カードの使用方法) 

第１１条の１１ 一日乗車券カードを所持

する旅客は、旅客が指定する日1日限りに

おいて、均一路線を多回数乗車することが

できる。 

２ 一日乗車券カードを所持する旅客が、

一日乗車券カードを使用するときは、運賃

を支払う際、カードリーダーに一日乗車券

カードを挿入しなければならない。ただ

し、使用時の日付が印字されている場合

は、この限りではない。 

なお、第２条に定める調整路線の乗合自動

車に乗車する場合は、乗車及び降車の際、

カードリーダーに一日乗車券カードを挿入

しなければならない。この場合、整理券発

行機からの整理券の取り出しは、必要ない

ものとする。 

３ 一日乗車券カードを所持する旅客が、

均一路線と調整路線をまたがって乗車する

場合は、調整路線における乗車区間を新た

に乗車したものとみなして計算して得た旅

客運賃の額を支払わなければならない。 

(一日乗車券カードによる旅客運賃の払戻

し) 

 

第２節の３ 削除  

第１１条の９から第１１条の１３まで 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１１条の１２ 一日乗車券カードを所持

する旅客は、当該一日乗車券カードが使用

開始前であるときに限り、払戻しをするこ

とができる。 

２ 前項の規定により一日乗車券カードに

よる旅客運賃の払戻しの請求をしようとす

る旅客は、手数料として一日乗車券カード

１枚につき２００円を納入しなければなら

ない。 

３ 一日乗車券カードによる旅客運賃の払

戻しは、第４条に定める回数券の発売場所

及び地下鉄駅において行う。ただし、地下

鉄駅においては、大人用のみ払戻しを行

う。 

(一日乗車券カードが使用不能となった場

合) 

第１１条の１３ 一日乗車券カードが折損

等によって使用することが不能となった場

合において、旅客に悪意がないと認めると

きは、当該一日乗車券カードと引き換えに

新しい一日乗車券カードを発行する。 

２ 前項に定める一日乗車券カードの発行

は、第４条に定める回数券の発売場所及び

地下鉄駅において行う。ただし、地下鉄駅

においては、大人用のみ発行を行う。 

 

(特定割引乗車券の発売対象者) 

第５３条 特定割引普通券及び特定割引回

数券は、次の各号に掲げる旅客に対し、

発売する。ただし、第６０条の規定によ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(特定割引乗車券の発売対象者) 

第５３条 特定割引普通券及び特定割引回

数券は、次の各号に掲げる旅客に対し、

発売する。ただし、第６０条の規定によ



 

り旅客運賃の無料扱いの適用を受ける旅

客を除く。 

（1）～（2）略 

(3) 本市の区域外に住所を有する児童又は

生徒で次に掲げる者及びその介護者１人 

ア 児童福祉法第７条第１項に規定する児

童福祉施設(助産施設、母子生活支援施

設、保育所、幼保連携型認定こども園、

児童厚生施設及び児童家庭支援センター

を除く。)、同法第６条の２の２第２項

及び第４項に規定する厚生労働省令で定

める施設又は同法第１２条の４に規定す

る施設に入所し、又は通所している児童 

イ 略 

 

 

(旅客運賃の無料) 

第６０条 条例第１２条第２項により、本

市の区域内に住所を有する旅客(本市の

発行する京都市重度障害者タクシー利用

券の交付を受けた者を除く。)で、次の

各号に掲げるものの旅客運賃は、無料と

する。 

（1）～（2）略 

(3) 児童又は生徒で次に掲げる者及びその

介護者１人 

ア 児童福祉法第７条第１項に規定する児

童福祉施設(助産施設、母子生活支援施

設、保育所、幼保連携型認定こども園、

児童厚生施設及び児童家庭支援センター

り旅客運賃の無料扱いの適用を受ける旅

客を除く。 

（1）～（2）略 

(3) 本市の区域外に住所を有する児童又は

生徒で次に掲げる者及びその介護者１人 

ア 児童福祉法第７条第１項に規定する児

童福祉施設(助産施設、母子生活支援施

設、保育所、幼保連携型認定こども園、

児童厚生施設、児童家庭支援センター及

び里親支援センタ―を除く。)、同法第

６条の２の２第２項及び第３項に規定す

る厚生労働省令で定める施設又は同法第

１２条の４に規定する施設に入所し、又

は通所している児童 

イ 略 

 

(旅客運賃の無料) 

第６０条 条例第１２条第２項により、本

市の区域内に住所を有する旅客(本市の

発行する京都市重度障害者タクシー利用

券の交付を受けた者を除く。)で、次の

各号に掲げるものの旅客運賃は、無料と

する。 

（1）～（2）略 

(3) 児童又は生徒で次に掲げる者及びその

介護者１人 

ア 児童福祉法第７条第１項に規定する児

童福祉施設(助産施設、母子生活支援施

設、保育所、幼保連携型認定こども園、

児童厚生施設、児童家庭支援センター及



 

を除く。)、同法第６条の２の２第２項

及び第４項に規定する厚生労働省令で定

める施設又は同法第１２条の４に規定す

る施設に入所し、又は通所している児童

及び同法第６条の３第８項に規定する小

規模住居型児童養育事業を行う者又は同

法第６条の４に規定する里親に委託され

ている児童 

イ 略 

 

(乗車券の無効及び回収) 

第６４条 乗車券(敬老乗車券を除く。)を

所持する旅客が次の各号の一に該当する

場合は、当該乗車券を無効として回収す

る。ただし、当該旅客に悪意がないこと

が証明できる場合は、この限りでない。 

(1) 券面表示事項又は裏面の磁気情報をぬ

り消し、又は改変して乗車券を使用した

とき。 

(2)～(11) 略 

び里親支援センタ―を除く。)、同法第

６条の２の２第２項及び第３項に規定す

る厚生労働省令で定める施設又は同法第

１２条の４に規定する施設に入所し、又

は通所している児童及び同法第６条の３

第８項に規定する小規模住居型児童養育

事業を行う者又は同法第６条の４に規定

する里親に委託されている児童 

イ 略 

 

(乗車券の無効及び回収) 

第６４条 乗車券(敬老乗車券を除く。)を

所持する旅客が次の各号の一に該当する

場合は、当該乗車券を無効として回収す

る。ただし、当該旅客に悪意がないこと

が証明できる場合は、この限りでない。 

(1) 券面表示事項又は裏面の磁気情報を改

ざんして乗車券を使用したとき。 

(2)~(11) 略 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

   附 則（令和６年３月２９日） 

 (施行期日) 

１ この改正規程は、令和６年４月１日から施行する。 

(経過措置) 

２ この改正規程による改正後の京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程の規定にかかわ

らず、この改正規程の施行の日前に発売した定期券の通用期間中の取扱いは、なお従

前の例による。 

 

 



 

第２条 京都市乗合自動車旅客運賃条例施行規程の一部を改正する規程の一部を改正

する規程を次のように改正する。 

 改正前 改正後 

附 則(昭和５３年１０月２３日) 

１~３ 略 

４ 改正後の規程の規定にかかわらず、こ

の改正規程の施行の日前に発売した一日

乗車券を所持する旅客は、当該一日乗車

券をその通用期日に限り使用することが

できる。 

 

附 則(昭和５６年１月２４日) 

１~４ 略 

５ 改正後の規程の規定にかかわらず、こ

の改正規程の施行の日前に発売した一日

乗車券を所持する旅客は、当該一日乗車

券をその通用期日にそのまま使用するこ

とができる。 

６ 前４項に定めるもののほか、この改正

規程の施行に関し必要な経過措置は、別

に定める。 

 

附 則(平成８年８月２３日) 

１～２ 略 

３ 改正後の規程の規定にかかわらず、こ

の改正規程の施行の日前に発売した乗継

普通券、昼間割引回数券及び一日乗車券

カードは、当該乗車券を別に定めるとこ

ろにより使用することができる。 

 

附 則(昭和５３年１０月２３日) 

１~３ 略 

  

 

 

 

 

 

附 則(昭和５６年１月２４日) 

１~４ 略 

５ 前３項に定めるもののほか、この改正

規程の施行に関し必要な経過措置は、別

に定める。 

 

 

 

 

 

 

附 則(平成８年８月２３日) 

１～２ 略 

３ 改正後の規程の規定にかかわらず、こ

の改正規程の施行の日前に発売した乗継

普通券は、当該乗車券を別に定めるとこ

ろにより使用することができる。 

 

 



 

附 則(平成２６年３月３１日) 

１ 略 

２ この規程による改正後の京都市乗合自

動車旅客運賃条例施行規程の規定にかか

わらず、この規程の施行の日前に発売し

た片道普通券並びに２２０円券５枚綴り

回数券、２２０円券１５枚及び１１０円

券１枚つづり回数券、２２０円券２６枚

綴り回数券及び１１０円券１３枚綴り昼

間割引回数券、２２０円券１３枚つづり

昼間割引回数券は、使用することができ

る。 

 

附 則(平成３０年３月１６日) 

(施行期日) 

１ この規程は、平成３０年３月１７日か

ら施行する。ただし、第２１条第４項及

び第２３条の２第３項の規定は、平成３

０年３月２４日から施行する。 

(経過措置) 

２ この改正規程による改正後の京都市乗

合自動車旅客運賃条例施行規程の規定に

かかわらず、この改正規程の施行の日前

に発売した一日乗車券カードは、当該乗

車券を別に定めるところにより使用する

ことができる。 

３ 前項に定めるもののほか、この改正規

程の施行に関し必要な経過措置は、管理

者が定める。 

 

附 則(平成２６年３月３１日) 

１ 略 

２ この規程による改正後の京都市乗合自

動車旅客運賃条例施行規程の規定にかか

わらず、この規程の施行の日前に発売し

た片道普通券並びに２２０円券５枚つづ

り回数券、２２０円券１５枚及び１１０

円券１枚つづり回数券及び２２０円券２

６枚つづり回数券は、使用することがで

きる。 

 

 

 

附 則(平成３０年３月１６日) 

(施行期日) 

 この規程は、平成３０年３月１７日から

施行する。ただし、第２１条第４項及び第

２３条の２第３項の規定は、平成３０年３

月２４日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

附 則(令和元年９月３０日) 

１ 略 

(経過措置) 

２ この規程による改正後の京都市乗合自

動車旅客運賃条例施行規程(以下「改正

後の規定」という。)の規定にかかわら

ず、この規程の施行の日前に発売した２

３０円券１４枚及び１８０円券１枚つづ

り回数券、２３０円券２５枚つづり回数

券、１２０円券１２枚つづり昼間割引回

数券及び２３０円券１２枚つづり昼間割

引回数券を所持する旅客は、別に定める

ところにより当該乗車券を使用すること

ができる。 

 

附 則(令和３年９月３０日) 

(施行期日) 

１ この改正規程は、令和３年１０月１日

から施行する。 

(経過措置) 

２ この改正規程による改正後の京都市乗

合自動車旅客運賃条例施行規程(以下

「改正後の規程」という。)の規定にか

かわらず、この改正規程の施行の日前に

発売した一日乗車券カード、昼間割引回

数券及び回数券カードは、当該乗車券を

別に定めるところにより使用することが

できる。 

３ 改正後の規程にかかわらず、この改正

規程の施行の日前に発売した昼間割引回

附 則(令和元年９月３０日) 

１ 略 

(経過措置) 

２ この規程による改正後の京都市乗合自

動車旅客運賃条例施行規程(以下「改正

後の規定」という。)の規定にかかわら

ず、この規程の施行の日前に発売した２

３０円券１４枚及び１８０円券１枚つづ

り回数券及び２３０円券２５枚つづり回

数券を所持する旅客は、別に定めるとこ

ろにより当該乗車券を使用することがで

きる。 

 

 

 

附 則(令和３年９月３０日) 

(施行期日) 

 この改正規程は、令和３年１０月１日か

ら施行する。 

 

 



 

数券の取扱いについては、なお従前の例

による。 

４ 前２項に定めるもののほか、この規程

の施行に関し必要な経過措置は、管理者

が定める。 
 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

附 則（令和６年３月２９日） 

 この改正規程は、令和６年４月１日から施行する。 

（交通局企画総務部企画調査課） 


